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Ⅲ 事業内容 

■若年者地域連携事業（ジュニア・インターンシップ） 
厚生労働省委託事業として、ジュニア・インターンシッ

ププログラムの推進をおこなった。 
ジュニア・インターンシップ事業周知・啓発とガイドブッ

クの作成（学生の受け入れ先組織２００団体）及び 2005
年度版の全高校配布を目標とし、県内各種団体に協力を仰

ぎ、ハローワーク学卒担当者との連携及び就職面接会で、

受け入れ協力依頼を 1605 事業所におこない、周知啓発し
た結果２３８事業所の受け入れ表明があり、ガイドブック

を３月 1日に発行し、県内高校及び公共職業安定所に配布
した。 
教育現場におけるキャリア教育で、就業体験の必要性は高

く、今後対象が中学校まで、拡大する中で、受け入れ先の確保が重要となる。 
■若年者地域連携事業（キャリア探索プログラム） 

厚生労働省委託事業として、キャリア探索プログラムの

推進をおこなった。 
キャリア探索プログラムの周知・啓発と講師リスト作成

(100人のリスト)とマッチング（講演会実施件数）50人を
目標とした。中学・高校に対し、キャリア探索プログラム

開催の周知、啓発活動を行い、キャリア講師の候補者に対

し、登録を依頼し、登録の意向のあった 131名の講師を登
録者リストに載せ、一覧表を作成後、県内中学校、高校へ

配布した。また、マッチングについては、中学・高校から

講師派遣の依頼があり、ハローワーク・学校と連絡をとり

ながら講師を派遣した。 
 教育現場におけるキャリア教育の浸透が、進むにつれ需要があ

り、今後さらに職業講話の重要性が増すと考えられ、平成１７年度から小学生まで対象を広げる事となっ

ており、更なる講師登録が必要となる。 

■勤労者マルチライフ支援事業 
厚生労働省が推進する「勤労者マルチライフ支援事業」の3ヵ年の実施プログラムに参

加した勤労者・企業・ＮＰＯを中心に長野県内における勤労者の社会活動参加プログラ

ム推進組織のネットワーク構築を行う。県内 4地区協議会と事務局３者（経営者協会、

社会福祉協議会、当センター）の恊働により、イベントや会議、企業まわりを共に行う

ことで、その地域の特性を理解することとなった。企業の退職者の増加や社会的責任が




